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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

回次
第46期

第３四半期累計期間
第47期

第３四半期累計期間
第46期

会計期間
自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日

自　平成25年１月１日
至　平成25年12月31日

売上高 （千円） 5,474,206 5,370,770 7,241,434

経常利益 （千円） 363,612 250,832 449,888

四半期(当期)純利益 （千円） 214,582 156,543 264,511

持分法を適用した場合の

投資利益
（千円） － － －

資本金 （千円） 798,288 798,288 798,288

発行済株式総数 （株） 5,815,294 5,815,294 5,815,294

純資産額 （千円） 6,605,420 6,669,725 6,710,921

総資産額 （千円） 8,936,248 8,681,790 8,860,029

１株当たり四半期(当期)

純利益金額
（円） 37.07 27.05 45.70

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 18.00

自己資本比率 （％） 73.9 76.8 75.7

 

回次
第46期

第３四半期会計期間
第47期

第３四半期会計期間

会計期間
自　平成25年７月１日
至　平成25年９月30日

自　平成26年７月１日
至　平成26年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.81 3.62

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等について

は、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容に重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第３四半期累計期間における我が国経済は、政府の積極的な経済政策や日銀による大胆な金融緩和政策を背景

に、企業収益の改善や個人消費の持ち直しなどにより、緩やかな回復基調で推移しました。しかしながら、消費税

増税による個人消費の落ち込み、円安によるエネルギー価格や原材料価格の上昇、世界経済の減速など、依然とし

て先行き不透明な状況にあります。

　フォーム印刷業界におきましては、電子媒体やデジタル化の進展により一般ビジネスフォーム印刷の需要が逓減

しており、その中で企業の経費削減や価格競争の上に、原材料価格の上昇や電気料金の値上げなどもあり、厳しい

経営環境となりました。

　この様な情勢の中、既存取引先の深耕と新規開拓に注力し、積極的な提案型営業活動を行いましたが、売上高

5,370百万円（前年同四半期比1.9％減）、営業利益237百万円（前年同四半期比33.9％減）、経常利益250百万円

（前年同四半期比31.0％減）、四半期純利益156百万円（前年同四半期比27.0％減）となりました。

　なお、売上状況につきましては、ビジネスフォーム2,247百万円（前年同四半期比2.1％減）、一般帳票類1,073

百万円（前年同四半期比0.0％減）、データプリント及び関連加工1,959百万円（前年同四半期比2.5％減）、サプ

ライ商品89百万円（前年同四半期比4.9％減）となっております。また、当第３四半期会計期間におきまして、Ｄ

ＰＰ第１センターの大規模な修繕工事を行っており、修繕費29百万円が売上原価に含まれております。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べて178百万円減少し、8,681百万円となりまし

た。資産の部においては、流動資産が74百万円増加し2,181百万円、固定資産が252百万円減少し6,500百万円とな

りました。また、負債の部においては、流動負債が95百万円減少し1,459百万円、固定負債が41百万円減少し552百

万円となりました。この結果、純資産の部においては、41百万円減少し6,669百万円となり、自己資本比率が

76.8％となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,400,000

計 15,400,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年11月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 5,815,294 5,815,294

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

1,000株

計 5,815,294 5,815,294 ― ―

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年７月１日～

平成26年９月30日
― 5,815,294 ― 798,288 ― 600,052

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成26年６月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

 

①【発行済株式】

平成26年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式     28,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  5,760,000 5,760 ―

単元未満株式 普通株式     27,294 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 5,815,294 ― ―

総株主の議決権 ― 5,760 ―

（注）　単元未満株式には当社所有の自己株式794株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成26年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

光ビジネスフォーム

株式会社

東京都八王子市

東浅川町553番地
28,000 ― 28,000 0.48

計 ― 28,000 ― 28,000 0.48

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

　役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役　営業本部長

兼

DPP本部統括　品質管理担当

常務取締役　営業本部長 坂下　正已 平成26年７月15日
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成26年７月１日から平成26

年９月30日まで）及び第３四半期累計期間（平成26年１月１日から平成26年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３　四半期連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 609,611 693,324

受取手形及び売掛金 ※ 1,167,381 1,155,251

有価証券 6,999 －

製品 129,408 127,073

原材料 34,295 36,279

仕掛品 22,628 10,685

繰延税金資産 22,302 42,219

その他 120,166 120,222

貸倒引当金 △5,544 △3,757

流動資産合計 2,107,250 2,181,298

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 1,468,656 1,401,452

機械及び装置（純額） 221,883 230,726

土地 2,930,197 2,875,781

その他（純額） 408,589 424,626

有形固定資産合計 5,029,326 4,932,588

無形固定資産 105,611 74,952

投資その他の資産   

投資有価証券 1,158,617 1,040,911

保険積立金 277,572 238,168

その他 190,748 221,536

貸倒引当金 △9,095 △7,664

投資その他の資産合計 1,617,842 1,492,951

固定資産合計 6,752,779 6,500,492

資産合計 8,860,029 8,681,790

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 993,253 896,792

未払法人税等 107,110 17,447

賞与引当金 22,356 88,810

その他 432,735 456,717

流動負債合計 1,555,455 1,459,767

固定負債   

役員退職慰労引当金 126,052 131,909

資産除去債務 24,096 24,469

その他 443,504 395,918

固定負債合計 593,652 552,298

負債合計 2,149,108 2,012,065
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  (単位：千円)

 
前事業年度

(平成25年12月31日)
当第３四半期会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 798,288 798,288

資本剰余金 600,052 600,052

利益剰余金 5,057,893 5,110,279

自己株式 △18,766 △19,294

株主資本合計 6,437,468 6,489,326

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 273,453 180,399

評価・換算差額等合計 273,453 180,399

純資産合計 6,710,921 6,669,725

負債純資産合計 8,860,029 8,681,790
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(2)【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

  (単位：千円)

 
前第３四半期累計期間
(自　平成25年１月１日
　至　平成25年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

売上高 5,474,206 5,370,770

売上原価 4,251,376 4,326,302

売上総利益 1,222,830 1,044,468

販売費及び一般管理費 863,605 806,967

営業利益 359,224 237,500

営業外収益   

受取利息 2,866 5,614

受取配当金 11,696 7,473

受取保険金 2,717 8,178

受取賃貸料 3,467 3,690

雑収入 3,224 3,686

営業外収益合計 23,972 28,644

営業外費用   

支払利息 8,787 9,771

保険解約損 1,041 0

固定資産除却損 4,985 1,571

貸倒引当金繰入額 266 －

雑損失 4,503 3,970

営業外費用合計 19,584 15,312

経常利益 363,612 250,832

特別利益   

固定資産売却益 877 1,410

投資有価証券売却益 24,761 17,549

投資有価証券償還益 88 340

特別利益合計 25,727 19,299

特別損失   

固定資産売却損 1,653 7,501

投資有価証券売却損 568 399

投資有価証券償還損 － 1,155

減損損失 481 －

特別損失合計 2,703 9,056

税引前四半期純利益 386,636 261,075

法人税、住民税及び事業税 197,896 102,674

法人税等調整額 △25,841 1,857

法人税等合計 172,054 104,532

四半期純利益 214,582 156,543
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理

 四半期会計期間末日満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理しております。なお、前事業年

度末日が金融機関の休日であったため、次の前事業年度末日満期手形が前事業年度末残高に含まれておりま

す。

 
前事業年度

（平成25年12月31日）
当第３四半期会計期間
（平成26年９月30日）

受取手形 23,124千円 －千円

 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期間に

係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

減価償却費 208,320千円 231,044千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成25年１月１日 至平成25年９月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月28日

定時株主総会
普通株式 86,825千円 15.00円  平成24年12月31日  平成25年３月29日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成26年１月１日 至平成26年９月30日）

配当金支払額

（決 議） 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日

定時株主総会
普通株式 104,157千円 18.00円  平成25年12月31日  平成26年３月31日 利益剰余金

 

（持分法損益等）

　関連会社を有していないため、該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、印刷関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成25年１月１日
至　平成25年９月30日）

当第３四半期累計期間
（自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 37円07銭 27円05銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 214,582 156,543

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 214,582 156,543

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,787 5,786

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

 

  平成２６年１１月１０日

光ビジネスフォーム株式会社   

取　締　役　会　　　御　中   

 

 有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 森　　谷　　和　　正　　印

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 渡　邊　　康　一　郎　　印

 

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
る光ビジネスフォーム株式会社の平成２６年１月１日から平成２６年１２月３１日までの第４７期事業
年度の第３四半期会計期間(平成２６年７月１日から平成２６年９月３０日まで)及び第３四半期累計期
間(平成２６年１月１日から平成２６年９月３０日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借
対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して
四半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる
四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我
が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比
べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、光ビジネスフォーム株式会社の平成２６年
９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 

（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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